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インターネット研究誌年報【子どものネットリスク教育研究】2020年 ジャンル２ 実践論文・報告 

 

実践報告 ネット・ゲーム依存傾向が一つの要因で 

不登校になったＡへの支援記録と考察 

～精神科医小林桜児の「信頼障害仮説」を踏まえて～ 

 

本間 史祥 (青森市公立中学校教諭) 

子どものネットリスク教育研究会 

 

概要：中学校の不登校生徒数（傾向）は年々増加傾向にあり、その原因は決して単一ではないが、樋口 4)は

子どもに関わる様々な問題の陰にネット依存症が隠れているケースを報告している。そこで、本研究では、

筆者が２年間担当したネット・ゲーム依存傾向が一つの要因で不登校になった生徒Ａへの支援記録をベース

に、ネット・ゲーム依存傾向からの脱却の支援の方法について考察することを目的とした。その支援の原則

は、精神科医である小林桜児が提唱する「信頼障害仮説」を参考にした。対象生徒に家族・学校で理解を共

有しながら、支援し続けたことにより、学校への復帰を果たすことができた。支援記録を考察した結果、様々

な立場の人が連携して、Ａとの信頼関係構築を構築し続けたこと、Ａの周りの環境調整に努め、受け入れ環

境をし続けたことが不登校、ネット・ゲーム依存傾向からの脱却へとつながったと考えられる。本実践はあ

くまでも一事例であり、効果を科学的に検証したものではないため、今後、ネット・ゲーム依存傾向が一つ

の要因で不登校になった事例とその支援方法について、実践事例を集めて、検証していくことが必要である。 

 

１ はじめに 

文部科学省の「平成 30年度児童生徒の問

題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関

する調査結果」１)によると、中学校の不登校

生徒数は 156,006 人その内、病気・経済的理

由を除いた不登校生徒数は 119,687 人であ

る。これは在籍数に対して 3.6%で、中学生

の 27人に 1 人の割合で不登校生徒が存在す

る。また、調査を開始した平成３年度から

年々増加しており、平成 14年度から平成 24

年度までは一時的に減少したものの、その

後また増加している。特に中学校は急激な

増加傾向にあり、平成 29 年度からの増加率

は 9.8%である。日本財団の調査 2）では、教

室外登校（学校には行くが、教室には行かな

い）、部分登校（基本的には教室で過ごすが、

授業に参加する時間が少ない子ども）など

不登校傾向の中学生は、約 33 万人に上るこ

とを明らかにした。 

不登校の原因 3)は決して単一ではなく、

「学校の問題」「家庭の問題」「子ども自身の

心の問題」など様々な要素が影響を与えて

いる。樋口 4)は不登校やひきこもり、いじめ、

家庭内暴力などの子どもに関わる様々な問

題の陰にネット依存症が隠れているケース

が多いことを述べ、ネット・ゲームの過剰使

用から不登校に陥った事例を紹介している。

不登校になったからネット・ゲームに依存

してしまったのか、ネット・ゲームに依存し

たから不登校になったのか、その因果関係

については、学術的に断定することはでき

ないが、本人あるいは支える家族にとって、
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ネット・ゲームに過度に依存し、家庭生活や

社会生活が機能していない事実は重要な問

題である。 

ネット・ゲーム依存の回復について、樋口

4)は、認知行動療法や運動療法などを紹介し、

健康的な活動を増やしていくことの大切さ

を述べ、また、家族の関わり方や家族と一緒

に取り組むことも重要であると指摘してい

る。また、岡田 5)は、ネット依存と覚せい剤

依存の治療の難しさは変わらない、覚せい

剤依存や有機溶剤依存の治療にはそれなり

の歴史があり、どちらも根底にある問題や

回復過程は基本的に同じであると述べてい

る。他の依存症のノウハウを生かすことに

よって、医学的なアプローチで解決に至る

事例も報告されている。 

さて、子どもの生活の基盤は、家庭生活と

学校生活である。学校生活における生徒指

導や学習指導の充実、対人関係能力の育成

等が不登校の予防や改善につながると考え

られる。樋口 4)は依存の問題を考える最も重

要なキーワードは「現実逃避」であることを

述べ、依存症の背景にはつらさや虚無感な

どから逃れるための行為が依存につながっ

ていると考えられると指摘している。現実

世界の充実が不登校の改善やネット・ゲー

ム依存の回復に効果的であると考えるが、

教育の臨床を研究フィールドにした先行研

究は、管見の限り見当たらない。 

そこで、本稿は、筆者が担当した不登校、

ネット・ゲーム依存傾向の生徒が学校に復

帰するまでの本人及び家庭への支援の記録

をベースに、ネット・ゲーム依存傾向からの

脱却の支援の方法について考察することを

目的とした。 

支援の原則は家庭と学校が連携し、指導

の方針を家族・学校で理解を共有しながら、

対応してきたことであり、その対応の基本

方針は信頼関係構築を第一においてきたこ

とである。また、支援の原則の参考として、

精神科医の小林桜児の「信頼障害仮説に基

づく依存症回復のプロセス」を取り上げた。 

小林の信頼障害仮説 6）7）とは、小林自身の

精神科医としての臨床経験から、薬物やア

ルコール依存に陥った人の成育歴を丁寧に

分析し、本人の意志の弱さやだらしなさで

はなく、何らかの生きづらさが先行し、それ

に伴って早い段階から家庭や学校に居場所

を失うか、居場所があっても我慢と努力を

続けなければ周囲に見捨てられてしまうと

いう不安を抱えることで、やがて依存患者

たちは他者に頼れなくなり、アルコールや

薬物という「物」の薬理効果に頼る方法にし

がみつくようになっていくことである。ま

た、薬物・アルコール依存が深刻化する一因

として、小児期の逆境体験や様々なストレ

スから周りの人間への不信感が生まれ、ス

トレス対処能力が下がり、依存症が重症化

することを海外の研究をもとに説明してい

る。小林は依存症の解決のためには受容や

共感が基本方針であり、信頼関係構築が第

一であると示している。 

支援記録を検討する視点として、小林の

信頼障害仮説がネット・ゲーム依存傾向の

改善にも妥当であるかどうかも考察する。 

２ 生徒の状況（支援開始前）と不登校の要

因について 

不登校生徒 A（男子）の家族構成は父・母・

兄の４人家族である。Aが不登校になった外

的要因について、本当の理由については本

人から話されていないが、父と母の会話や

聞き取りによると、A は中学１年生の冬休み

に入る直前に学級内で A とその友人が同じ

クラスの級友をからかったことを、学級担

任から指導を受け、さらに部活動担当者か

らも指導を受け、冬休み中の部活動に参加
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しなくなった。その後、冬休みが明けてから

も登校することができず、ネット・ゲームに

のめりこんでいく。当時の学級担任は家庭

訪問を繰り返し行っていたが、状況はなか

なか改善されず、中学１年生の３学期は一

度も登校することがなかった。 

A はネット・ゲーム依存症と診断を受けた

わけではない。本人が医療機関を受診して

いないため、ネット・ゲーム依存症と断定す

ることはできない。しかし、A のゲーム行動

や生活状況を WHO が作成している国際疾病

分類第 11 版（ICD-11）の診断ガイドライン

のインターネットゲーム障害診断基準 10)に

照らし合わせると、ネット・ゲーム依存傾向

であったと言える。また、岡田はオンライン

ゲーム依存やネット依存の背景に、現実の

対人関係や家族との関係で苦しさを抱え、

居場所を失っているという状況は非常に多

いと指摘している。5)逃避行動のきっかけと

なった学校での出来事を考えるとネット・

ゲームにのめりこんでいく可能性は十分に

考えられる。昼夜逆転をしてゲームをして

いる、不登校になっているにも関わらずゲ

ームをやめることができない A 本人のゲー

ム行動や生活状況、依存傾向に陥った背景

を踏まえると、ネット・ゲーム依存傾向と捉

えて支援することが必要であると考えた。 

Aは非常にまじめな生徒である。Aは技術・

家庭科の授業の持ち物を教科担任から聞き、

学級へ連絡する係活動を忘れずに行ってい

た。また、中学１年生の前期は学級役員を引

き受け、多くの級友と楽しく学校生活を送

る生徒であった。 

３ 実践内容 

筆者は、A（第２学年）の学級担任となり、

前担任からの引継ぎを終え、始業式前日に

母へ連絡をとり、面談を行うことになった。

母から A の現在の様子を聞いた後、生活記

録の記入、ネット長時間利用による健康被

害の概要について、説明した。 

話がある程度進むと母がうつむきかげん

になり、「いろいろ自分で調べて、ネット・

ゲーム依存症ではないかと疑い、その解決

のために息子の生活記録をつけたり、悪影

響があったりすることも知りました。しか

し、状況が改善されず、ずっと記録をつけて

いくことがつらくつらくて…」と泣きなが

ら話してくれた。 

一番苦しんでいるのは A 本人ではあるが、

同じくらいの苦しみを感じているのは家族

である。その苦しみに共感をせずに、筆者は、

ネット・ゲーム依存症脱却のために解決方

法を提示したり、健康被害への悪影響や将

来へのリスクがあったりすることを説明し、

母を追い込むことになってしまった。母の

辛い気持ちに共感せずに、一般的な解決方

法だけを提示した自身の愚かさに気づき、

家族をより苦しめてしまった対応に大きな

後悔を感じた。 

A が学校生活を再度送る上で基本方針と

して①週に一度程度の家庭訪問を実施し、

学校との関係を切らさないようにする。②

本人・家族に寄り添うこと、“傾聴”するこ

とを第一にする。③些細な変化についても

家族とともに喜び、悲しみ、悩むなど感情を

共有する。以上の３点を意識し、A への登校

刺激も行わないこと、母が負担になってい

る生活記録を一度中断し、本人との対話を

重視することを確認した。また、母の希望に

より、学級生徒がプリントを届けることは

しないと合意した。 

以下の表は、当時の A の様子及び関係者

の関わりや心情について、筆者がまとめた

ものである。 
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時期 

様子・記録 

母親に関する 

言動・心情等 

本人に関する 

言動・心情等 

父親に関する 

言動・心情等 

学校（担任）の 

対応・関わり 

中学 

２年 

４月 

・学校や勉強の話をすると邪険に

扱われる。 

・進級して環境が変われば改善す

ると思っていた。しかし、あまり

良い方向にならなかったから、

もうどうしたら良いか分からな

い。 

・母子の会話も少ない。 

・母は週末に学校を訪問し、プリン

ト類を受け取る。 

 

・ゲーム専用テレビ

を自分の部屋に移

してから昼夜逆転

生活を送ってい

る。１日 10 時間以

上はネット・ゲー

ムを行う。 

 

・食事も自室で行

う。 

・父との話は反応

を示さない。 

・週に１回程度の家庭訪

問を継続し、父・母と

の雑談から Aの生活状

況について聞く 

・学校給食を停止する。 

 

電話訪問回数：５回 

家庭訪問回数：４回 

中学 

２年 

５月 

・母との会話がだいぶできるよう

になってきた。 

・朝食を一緒に食べ

られるようになっ

た。  

・学校のことを話さ

れると機嫌が悪く

なる。 

 

・将来のことを考

えて少し悲観的

になっている。 

・Aとの関係が改善

されない。 

 

電話訪問回数：４回 

家庭訪問回数：４回 

中学 

２年 

６月 

・食事を一緒に取る機会が減って

きた。関係が悪くなっているわ

けではないが、きっかけづくり

が難しい。 

・父と母が「A のために一生懸命や

っている」ということを伝えた

い。ただ、やってはいけないこ

と、できないことはきちんと伝

えたい。 

・誕生日プレゼント

を祖父からもら

い、お礼の電話を

自分でかける。 

・床屋に行くことを

嫌がる。 

 

 ・母に来月配付する通知

表は本人に手渡しし

たいと提案した。 

 

電話訪問回数：４回 

家庭訪問回数：２回 

中学 

２年 

７月 

・誕生日プレゼントの購入のため

規則正しい生活を送るようにと

約束した。 

・母はほぼ毎日昼に自宅に帰って

いる。（熱中症が心配）食事をし

ているか心配 

・しっかり守ってい

た。 

・学級担任と会う。

通知表と学級集合

写真を受け取っ

た。 

 ・本人と会う。配付物を

手渡しした。 

 

電話訪問回数：０回 

家庭訪問回数：２回 
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・母は学級担任と会えたことをと

ても喜んでいた。 

 

表１ 中学２年４～７月までの Aや家族とのやり取りの記録 

家族と食事を一緒に摂れるようになった、少

しコミュニケーションがとれた、コミュニケー

ションがとれたと思ったら、またもとに戻って

しまうことを繰り返す状況に、家族と一緒に対

応策について考えてきた。１学期の最後に筆者

の強い思いで、学期末に配付される評定や担任

からのメッセージが書かれている通知表を手渡

ししたいことを母に申し出、打ち合わせをした。

その日に届く予定である宅配業者を装い、家庭

訪問を実施した。学級担任になって初めて A と

会うことができた。週に１度の家庭訪問や面談

を繰り返し、些細なことでも情報交換をすると

いう方針を貫いたことにより、家族と連携しな

がら対応することができてきた。 

夏休み中に親子で花火を見に行ったり、レン

タルビデオショップに行ったり、映画を見に行

ったりするなど少しずつ外に出かけるようにな

ったことを母は嬉しそうに語ってくれた。夏休

み以降は、本人とのより強固な関係構築、特に険

悪であった父との関係改善を重視して対応する

ことを基本方針とした。父には他愛もない話で

もよいからきっかけを作り、関わりを続けるこ

とをお願いし、連携を図った。 

時期 

様子・記録 

母親に関する 

言動・心情等 

本人に関する 

言動・心情等 

父親に関する 

言動・心情等 

学校（担任）の 

対応・関わり 

中学 

２年 

８月 

・親戚関係には不登校であること

は言っていない。（言及された場

面もあったが、ごまかした） 

 

・お盆期間中は父・

母のそれぞれの実

家に行く。その帰

省中にバッティン

グセンターに行っ

た。  

・長期休業中の課題

はできていない。

課題は見えるとこ

ろに置いてはい

る。 

・日中はほとんどオ

ンラインゲームを

やっている。 

・母の問いかけに対

して、以前より反応

があり、関係が修復

されている様子。ま

た、父親が行ってい

 ・母が気を遣い、週末に

学校に配付物を取り

に来る。ただ、学校と

の関係を切らさない

ため、２週～３週間に

１回程度は家庭訪問

を継続する。 

 

電話訪問回数：２回 

家庭訪問回数：１回 
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ることに対しても

注目したり、気にか

けたりしている様

子。父に対する関係

も修復中？ 

中学 

２年 

９月 

 

 ・休みの日に両親が

リビングにいると

部屋から出てこら

れないため、夜起

きてくることが多

い。 

・A と映画を見に行

く。送迎だけでは

なく、父も一緒に

鑑賞 

・父から「りんごも

ぎに行こう」と声

がけ。本人は悩ん

でいる。 

電話訪問回数：１回 

家庭訪問回数：１回 

保護者来校による面談

回数：２回 

中学 

２年 

10月 

・状況は特に変わらない。両親が行

っている精神保健福祉センター

に連れて行きたい。適応指導教

室に連れて行きたいと考えてい

る。どんな風にアプローチすれ

ばよいか悩んでいる。自分（親）

の率直な気持ちをのせて話して

みてもよいのかどうか悩んでい

る。 

 

・母への接し方が変

わってきた。（良く

なってきた）問い

かけに対する反応

が以前よりも増え

た。 

・A との関係が修復

しない。父自身は

「自分はあまり

関わらない方が

いいんじゃない

か」と言って、積

極的に関わるこ

とを拒んでいる。 

 

・両親の本音を伝える

ことも大切とアドバ

イスした。健康面が心

配であることを中心

に本人に伝えてみる

ことで両親と合意し

た。 

 

保護者来校による面談

回数：３回 

中学 

２年 

11月 

 

・以前から母との接し方について

は良くなってきている。 

・父実家のりんごもぎの手伝いの

様子を報告してくれた。父の親

戚たちには A の状態を言ってい

ない。言っていないからこそで

きたのではないか。母はこの出

来事を嬉しそうに報告してくれ

た。 

 

・父の実家のりんご

もぎを手伝いに行

った。土日の２日

間。父と二人で出

かけた。土曜日は

２時間程度作業を

した。その後、お

ばさんたちと食事

もした。日曜日も

１時間程度作業し

た 

・少しだけ学習プリ

ントに取り組む。

１年生の頃の内容

・心折れかけてい

る（自分とは関係

が良くないから

関わらない方が

いいのかな…） 

 

・家族が一番の身近な

存在であり、家族と

の信頼関係がベース

になることを伝え、

少しでも良いから父

との関わりを作って

ほしいことを両親と

確認した。 

・進路希望調査を渡す。

本人は公立高校志望

（志望理由はわからな

い）高校は行きたい（行

かなければならない）

と思っている。 
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はできたが、２年

生になったらでき

ず、そこから手を

つけていない。 

 

保護者来校による面談

回数：３回 

家庭訪問回数：１回 

中学 

２年 

12月 

   ・通知表を母に手渡す。

プリント類や冬休み

の宿題も渡す。状況は

変わらず。 

・家族との会話が増え

たことや外出が少し

でもできるようにな

ったことは大きな変

化であると両親と確

認した。 

 

保護者来校による面談

回数：２回 

家庭訪問回数：１回 

表２ 中学２年８～12月までの Aや家族とのやり取りの記録 

 

中学１年生の時に大きなけんかをして、険悪

な状態であった父との関係も修復傾向だった。

途中で心が折れそうになったが、父が何度も関

わり続けてくれたため、徐々に外出が増えたり、

家族以外の人と会うこともできたりした。 

 家族との関係が修復傾向にあり、今後も家族

との関係を第一に置き、徐々に学校との関係修

復期間と定め、学級担任との面会機会を増やす

ことや、学校の友人からプリントを受け取るな

ど、家族以外の人と関わることや会うことを対

応の基本方針とした。母が A の友人たちと連絡

を取れる関係にあったため、友人たちと協力を

しながら、場合によっては、学級担任が友人と対

応の基本方針を確認しながら行った。 

時期 

様子・記録 

母親に関する 

言動・心情等 

本人に関する 

言動・心情等 

父親に関する 

言動・心情等 

学校（担任）の 

対応・関わり 

中学 

２年 

１月 

・年末年始は恒例行事である父と

母の実家に行き、泊まってきた。

年末から生活時間も規則正しく

なった。叔父（A が不登校という

ことを知らない）が「部活どう

だ？」という問いかけに対して、

母が「怪我をしてやめてしまっ

・年末に祖父母の家

に行くときは自分

で朝起きて、出発

時間前に準備を

し、宿泊道具を準

備した。 

・友人から年賀状が

 ・週に１回の家庭訪問

の継続を提案する。 
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た」と言ったら、後から「それを

言ったら、もう部活できなくな

る」とぼそっと言った。 

 

来る。その年賀状

の返事に「学校に

行ったときには話

しかけてくれよ」

とメッセージを添

えた。 

・友人２人が自宅に

来てくれた。会え

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・A の友人が A のことを

気にかけてくれ、自宅

に会いに行ってくれ

た。 

 

電話訪問回数：１回 

保護者来校による面談

回数：２回 

中学 

２年 

２月 

・修学旅行の出欠確認書を配付す

る。 

・たまに友人が遊びに来てくれる

ことが嬉しい。本人には会えない

が、本人は気になっている様子が

ある。 

・修学旅行は出席する。修学旅行を

きっかけにしたい。 

・面会をしなければならないこと

を伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・部屋から少しだけ

顔を出し、学級担

任と面会すること

ができた。 

 電話訪問回数：１回 

保護者来校による面談

回数：２回 

家庭訪問回数：１回 

中学 

２年 

３月 

・兄が高校を卒業したので、家族４

人で外食に行った。外食に行くと

きは特に何も言わなくても一緒

に行った（会話はあまりなかっ

た） 

・本人から「修学旅行いつ？」と質

問してきた。詳細の内容までは聞

いてこなかったが、少し気にして

いる様子。 

 

・嫌がらずに家族で

外食に行った。 

 

 

 電話訪問回数：１回 

保護者来校による面談

回数：２回 

家庭訪問回数：１回 
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2019 年２月に文部科学省から「児童虐待が疑

われる事案に係る緊急点検の通知」が発出され、

その通知内容は理由の如何に関わらず、2019 年

2月 1日以降一度も登校していない児童生徒等を

対象に学校の教職員が面会を行うものであり、

父と母から A にその事情を説明してもらい、２

月は１回会うことができた。３年生になり、筆者

は引き続き A の学級担任となり、本人と学校（学

級担任）との信頼関係構築期間として、対応に当

たった。

 

時期 

様子・記録 

母親に関する 

言動・心情等 

本人に関する 

言動・心情等 

父親に関する 

言動・心情等 

学校（担任）の 

対応・関わり 

中学３年 

４月 

・本人から「普段学

校に行っていないか

ら修学旅行だけは行

きたくない」と申し

出があった。母は

「クラスのみんなは

待っているから、修

学旅行だけでもいい

んだよ」と話してい

る。 

 

・１か月半ぶりに面会。背が

大きくなったが、表情は相

変わらず少し暗い。筆者か

らの問いかけに関しては

「はい」かうなずく程度 

・クラスのメッセージカード

は見ている。 

・父との関係がさ

らに回復中。大

学生の兄の家に

家族みんなで行

く。帰りに父と

A で卓球を一緒

に行う。 

 

・修学旅行前にクラスみ

んなでメッセージカー

ドを作成。A に渡す。 

 

電話訪問回数：１回 

家庭訪問回数：２回 

中学３年 

５月 

・精神保健センターに

一緒に行こうと伝

えているが、なかな

か本人と一緒に行

けない。 

 

・問いかけに対しては「は

い」やうなずく程度だが、

やりとりはできる。 

・進路の話に真剣に耳を傾け

て聞いていた。 

 ・学級通信や学年通信に

のっていた修学旅行の

ことを話す。 

・毎週会いたいと伝え

る。 

・進路希望調査や私立高

校の体験入学の用紙を

配付した。 

 

家庭訪問回数：３回 

中学３年 

６月 

 ・私立高校の体験入学に参加予

定。母・父・本人を交えて、

学校に犬が入った話。停電を

して大変だった話を笑いな

がら、話していたら、A も笑

いながら聞いてくれた。 

・夏休み中に行う公立高校の体

 ・本人と１週間に一回会

えるようになってき

た。 

・毎週会いたいことを伝

える。また、家庭訪問の

日を週末にし、本人一

人で対応してみないか
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験入学にも参加予定。 

・本人一人で対応。「お母さんに

渡して相談してください」と

伝えるときちんと母に説明

をして渡す。終始真剣に話を

聞く。 

と提案。（今までは母在

宅時に訪問。家庭訪問

が終わったら、母に電

話連絡し、様子を伝え

る） 

・プリント類を渡す。体

験入学の書類を渡して

説明。 

 

家庭訪問回数：３回 

中学３年 

７月 

 ・体験入学の実施要項を渡す。

髪を切ったり、制服を着た

り、私立高校の体験入学に行

く準備をしていた。（本人一

人で対応） 

・私立高校の体験入学に参加し

た。母が送迎し、学級生徒数

名と一緒に行動した。その

後、家庭訪問をしたら、「体験

授業では数学を使った占い

をやった」「校内がとても広

くてびっくりした」などいろ

いろと教えてくれた。 

 ・体験入学では１年時に

仲の良かった生徒と事

前に打ち合わせをし、

体験入学時に一緒に行

動してほしいと依頼し

た。 

 

電話訪問回数：１回 

保護者来校による面談回

数：１回 

家庭訪問回数：３回 

中学３年 

８月 

・進路のことで悩みが

でてきている。希望

している公立高校

は難しいと考えて

いるため、他の案を

探している。 

・夏休み中に実施した三者面談

に、本人及び母が来校。約１

年半ぶりに校舎に入った。教

室の自身の席に座って、三者

面談を行った。 

・夏休み中に実施された公立高

校の体験入学にも参加（母の

仕事の関係で父が送迎を行

う）することができた。 

 

 家庭訪問回数：１回 

中学３年 

９月 

 ・卒業アルバムの写真撮影のた

めに登校。 

・平日の昼に学校に登校して、

二者面談を行う約束をする。 

 ・学校に登校して活動し

ていくことを提案す

る。 

家庭訪問回数：３回 
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・二者面談の予定時間になって

も登校できなかった。 

 

中学３年 

10月 

 ・家庭訪問でほぼ確実に本人に

会うことができる。 

・進路決定までのスケジュール

や本人の適性に合った進路

を学級担任から提案する。本

人も真剣に話を聞く。 

 ・なるべく本人にプリン

トや重要な書類を渡

し、母と相談してもら

うように促していく。 

 

家庭訪問回数：４回 

 

中学３年 

11月 

・日曜日に母と話をし

ていたら、「学校に

行く」と申し出て、

教科書やノートを

かばんに入れて、準

備した。授業につい

ていけるか心配だ

と言っていた。 

・次の日、登校するこ

とはできなかった

が、母は見守ってい

きたいと言ってい

た。 

・プリント学習につい

て、父・母も声がけ

したが、できなかっ

た。 

 

・プリント学習の往還をスター

トする。（学級担任が学習プ

リントを準備し、それを次回

会う日まで解いてみる。解い

たら、学級担任に渡して、ま

た次の学習プリントを受け

取る。） 

・プリント学習の往還をスター

トしたが、１週目は解くこと

ができなかった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一緒にやろうという声

がけをしてもらい、声

をかけ続けていくとい

う方針を共通理解し

た。 

家庭訪問回数：４回 

中学３年 

12月 

 ・三者面談のため、本人及び母

が来校。第一希望は公立高

校。私立高校も受検する予

定。受検に向けて、まずはプ

リント学習を進めいく。 

 ・冬休み中から面接練習

をスタートする予定。

通信票を渡し、冬休み

の日程について確認し

た。 

家庭訪問回数：２回 

 表３ 中学３年４～12月までの Aや家族とのやり取りの記録 
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中学３年生から、学級担任との面会機会は増

え、家庭訪問に行くと必ず面会することができ

るようになった。また、学校に登校する機会も少

しずつ増え、体験入学を通して、友人と会うこと

も増えてきた。 

卒業まで残り数ヵ月となり、受験も近づいて

きた。卒業までに本人が学校に登校し、学級担任

以外の教師や友人たちとの関係を作っていくこ

とを第一に置いていくことを母・父と共通理解

した。そのきっかけを面接練習と捉え、冬休み中

に、筆者のクラスの他の不登校生徒と一緒に面

接練習する機会を設定し、友人と一緒に取り組

むことを意識した。また、面接練習には他の教師

にも積極的に関わってもらい、様々な教師に声

がけしてもらえるように対応した。 

 

時期 

様子・記録 

母親に関する 

言動・心情等 

本人に関する 

言動・心情等 

父親に関する 

言動・心情等 

学校（担任）の 

対応・関わり 

中学３年 

１２月 

 ・２日間登校し、面接練習を開

始。入退室の仕方や質問への

答え方など、しっかりと説明

を聞き、真剣に取り組んだ。

終わる時には校長先生や他

の学年教師に挨拶に行き、声

をかけてもらった。面接練習

の際には友人にやり方を教

える場面もあった。 

・帰宅後は面接の内容を振り返

り、回答を考えたり、入退室

方法について、復習したりし

ていた。 

 本人学校登校回数：４回 

中学３年 

１月 

 ・三者面談のため、本人及び

母来校。公立高校と私立高

校の願書を提出した。 

・放課後に面接練習のため登

校した。養護教諭と学級担

任と一緒に面接練習を行

い、しっかりと面接ができ

ている様子に養護教諭が感

心していた。 

 ・学級担任以外の教員

と会い、関係を作るこ

とを母に提案。面接練

習としてまずは養護教

諭との関係を作る。 

表４ 中学３年 12～１月の Aや家族とのやり取りの記録 
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上記の面接練習を行った次の日に朝から登校

した。登校日は一睡もしていなかった（寝てしま

ったら起きられないと思っていた）。休み時間に

は友達と談笑する場面もあり、笑顔もたくさん

見られた。帰りまで在校することができた。登校

日の次の日は土曜日だったが、１年生の頃の友

人を中心に遊びに誘ってくれ、一緒に勉強した

り、食事をしたりした。 

 その後、欠席することもあったが、連続して登

校することができるようになった。学習に関し

てはわからないことも多いため、教科の担当者

と打ち合わせをし、１年生の学習内容を中心に

復習するところからスタートした。最初は１年

生の時の友達と話をすることが多かったが、

徐々に新しい友人も増え、談笑する場面も多く

見られるようになった。 

長く不登校であった A をクラス全員が受け入

れ、最初登校した時には拍手で迎え入れてくれ

たり、学校生活や学習でわからないところがあ

ったら、周りの生徒たちが教えてあげてくれた

りした。他の生徒たちの成長も見ることができ

た。 

その後、私立高校受験・公立高校受験と迎え、

どちらも無事に受験をすることができた。卒業

式にも登校し、他の生徒と一緒に卒業証書を受

け取り、最後には母と一緒に筆者に挨拶に来て

くれた。 

 

４ 考察 

 Aが不登校、ネット・ゲーム依存傾向から脱却

できた本実践において、約２年間の筆者の記録

を整理し、小林の信頼障害仮説をベースに検討

した結果、A が学校に復帰でき、ネット・ゲーム

依存傾向から脱却できた要因について以下の二

点にまとめる。 

一点目は信頼関係構築の連携である。天貝 8)は

信頼感に影響を及ぼす経験には「受容経験」「承

認経験」「親との親密な関わり経験」「対人的傷つ

き経験」の４つの側面があると見出し、教師やカ

ウンセラーなどの発達援助者は大人からの承認

経験や受容経験を通じて、信頼感を獲得かつ安

定させると同時に、その影響源を同年代の仲間

との関わりによるものへと移行させ、最終的に

は自身による肯定的な信頼感機能の確立と活性

化へ移行させることが重要であると指摘してい

る。 

 A との実践についても身近に関わりある家族

からスタートし、学級担任や友人、他教師など信

頼感を獲得できるように支援してきた。どの立

場でも「受容」と「承認」を基本的な対応方針と

して、Aとの信頼関係構築を様々な立場の人が連

携したことが大きな要因であったと考えられる。

また、学級担任がコーディネート役となり、支援

の仕方を常に共通理解し続けたことが一貫した

声がけにつながり、A自身の肯定感向上につなが

ったのではないかと考える。 

 二点目は A の周りの環境調整に努め、受け入

れ環境を調整し続けたことである。ネット・ゲー

ム依存症の国内での第一人者である国立病院機

構久里浜医療センター院長の樋口進医師はネッ

ト・ゲーム依存症の治療の方針として、病気とし

て治療することの大切さをあげ、その治療法と

して、日々の行動記録をつける記録法や認知の

偏りを修正し、客観的に捉え直す認知行動療法、

リアルな世界での楽しみを見つけ、心地よさを

体感する作業療法などの治療法を紹介している。

どの治療法についても依存症克服のエビデンス

が証明されているもののため、効果があること

は検証されている。 

対象者が学校や社会復帰をするためには、医

学的なアプローチに加えて、家族として関わる

立場、教育として関わる立場で、対象者が復帰す

るまでの間接的要因を整えることが大切である

と考える。本実践においても A への直接的なア

プローチはもとより、Aがいつでも学校や社会に

復帰できるような環境づくりに努め続けてきた。 
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もともとネット・ゲーム依存症を治療できる

病院や医師や少なく、ましてや筆者が住んでい

る地方では、医療専門家の支援を受けることは

ほとんどできない。地方では、ネット・ゲーム依

存対象者を救うための一番近い存在は家族と学

校である。家族・学校がそれぞれの立場の意義を

理解し、お互いが共通理解しながら、本人が脱却

するための一歩を踏み出せるように環境づくり

をしていくことが大切であると考える。 

本実践において、小林の信頼障害仮説はネッ

ト依存傾向にも有効な対策であることがいえる。

しかし、あくまでも一事例であり、支援の仕方に

ついて、効果を科学的に検証したものではない。

伊藤 9)は不登校の社会学的原因論の中で、社会学

的な視点と方法によって不登校という現象の原

因やメカニズムを明らかにする際に、相談機関

や臨床家のもとにやってくる（持ち込まれる）事

例は、社会階層などのバイアスがかかっている

可能性が高く、バイアスをできるだけ排除して

実態を把握し検討することの重要性を述べてい

る。 

今後、不登校、ネット・ゲーム依存傾向に苦し

む本人及び家族の事例をさらに集め、その支援

の仕方について検証を繰り返していき、より効

果的な支援方法について確立していくことが求

められる。 
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ている。その診断基準は以下のとおりである。 

 １ 持続的または再発性のゲーム行動パターン（インターネットを介するオンラインまたはオフライ

ン）で以下のすべての特徴を示す。 
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